２０２３年度事業報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人アマモ種子バンク

１．アマモ種子の採取および保存事業

明石市･江井ヶ島海岸の自生アマモ場で6月4日、アマモの花枝を採取し、花枝は例年通り江井ヶ島港の岸壁に設置している海水循環水槽に入れて養生した。そして、8月5日に種子を選別し、事務所の恒温高湿庫に保存した。
保存した種子は相生湾、播磨灘、大阪湾でのアマモ場造成に用いられた。

　　相生湾：相生湾自然再生学習会議
　　播磨灘：須磨里海の会、神戸市漁協、兵庫漁協、江井ヶ島漁協、東洋建設㈱
大阪湾：大阪海さくら
　なお、アマモ種子採取･養生･保存はブルークレジット認証取得を目的とする江井ヶ島漁協、東洋建設(株)、当NPOの三者で行うアマモパートナーシップ事業に含まれることから、今年度の養生水槽ほかの施設使用料は無償となった。

２．アマモ場造成に係わる調査、研究、開発事業
2.1 アマモ場の生物調査

　明石市･江井ヶ島海岸で小型地曳網によるアマモ場の生物調査はアマモパートナーシップ会議（江井ヶ島漁協、東洋建設㈱、当NPO）の三者が江井島周辺を中心とした藻場造成「アマモは海のゆりかごだ!」プロジェクトの一つとして主催し、大阪海さくら、須磨里海の会のご協力を得て行った。
夏季調査は6月4日にアマモ種子採取と併せ行い、秋季調査は9月10日、冬季調査は12月3日、春季調査は12月3日に行った。採捕生物の説明、同定は吉田裕之氏（元須磨海浜水族園・園長、現須磨里海の会・会長）にお願いした。

2.2 御前浜･香櫨園浜前面海域の生物相に関する調査･研究
　人工島に囲まれた閉鎖性の強い西宮市の御前浜・香櫨園浜前面海域を“より多くの生物が生息するより豊かな海”となるように、この海域に”海のゆりかご”アマモ場を創出することが可能かどうかを2022年度｢公益信託大成建設自然･歴史環境基金｣助成を受け、昨年度に引き続き行った。
実施内容はアマモの生育に関わる海域環境調査、アマモ生育試験として粘土結着法による栄養株の移植およびアマモパック法による播種によるアマモ生育試験を行った。その結果、夏場の水温が28℃以上、通年赤潮状態で現地海域の透明度が小さく光量不足であり、移植アマモ株は生残せず、アマモ種子の発芽･生育は確認できなかった。
また、2.1 アマモ場の生物調査と同じく小さな地曳網による生物調査を行い、現海域の生物相について調査を行った。夏季調査は7月19日、秋季調査は10月18日、冬季調査は1月18日、春季調査は3月13日に行った。採捕生物の説明、同定は㈱ｸﾞﾗﾝﾋﾞｽﾀ ﾎﾃﾙ＆ﾘｿﾞｰﾄ 神戸須磨ｼｰﾜｰﾙﾄﾞ開業準備室の長田信人氏、礒部雄太氏にお願いした。その結果、採捕生物の種数は少ないが、キチヌ、マゴチ、ヒメハゼ、ヨコエビ、ヒメイカ、ヒドロ虫など魚類から底生生物までそれなりに生育していることが確認できた。
しかし、本事業を実施するにあたり、当NPO単独では人、物、金すべての面で不足しており、事業計画には無理があったと言え。次年度以降どうするか再検討する必要がある。

３．アマモ場造成に係わる調査、研究の助成および支援事業

　人と資金の面で余裕がなく、実施予定はない。

４．アマモ場造成の普及および啓蒙事業

4.1 アマモ育苗キット
アマモ苗育成用の小袋(東洋建設㈱、㈱田中および当NPOの共同特許)の販売実績は以下の通り。

相生湾自然再生学習会議（兵庫県：相生市）

　　　大阪海さくら（大阪府：大阪市）

　　　東洋建設㈱（福岡県：福岡市、神奈川県：横浜市）
　　　特定非営利活動法人赤穂里うみカヤックス（兵庫県：赤穂市）
５．国内外の環境関係諸団体との交流および事業協力

5.1 海と日本プロジェクト in ひょうご
実行委員会に参加し、プロジェクトを実施した。
5.2 須磨里海の会

 (公財)ひょうご環境創造協会の環境パートナーシップ事業助成に須磨里海の会のパートナーとして申請し、採択された。これより、播種(アマモパック法、播種シート法)および株移植(竹串法、粘土結着法)で行う須磨海岸でのアマモ場造成に協力した。

5.3 Ｊブルークレジット認証
　江井ヶ島漁業協同組合、東洋建設(株)、当NPOの三社で明石市江井島周辺を中心とした藻場造成「アマモは海のゆりかごだ!」プロジェクトをジャパンブルーエコノミー技術研究組合に認証申請し、4.5トンのクレジットが認証された。

5.4 兵庫県

兵庫県が主導し設立した以下の組織に参画した。

・ひょうご豊かな海づくり県民会議
・ひょうごブルーカー ボン連絡会議
６．アマモ場造成に係わる国、地方公共団体および民間からの受託事業

6.1 アマモ種子の養生･保存

鳥取県･境港市、福岡県･福岡市の種子を預かり、養生･保存した。
6.2 アマモ場造成のための海域環境調査およびアマモ発芽試験
水質などの海域環境を調査し、アマモ場造成の可能性について検討した。また、アマモ場造成に用いる種子の意室内発芽試験を行った。

6.3 アマモ藻場計測方法の文献的研究
海草藻場の分布域の計測については、様々な方法が提案され、一部実用化されている。それらは、大別すると、衛星画像、航空写真あるいはドローンによる空撮画像の画像処理に基づく方法、船上調査及び潜水調査に分類できる。
本調査では、ドローンによる空撮画像とトレーニングデータとしても必要となる船上調査の組み合わせで、藻場分布を計測する方法とその際に必要となるデータと解析方法について文献的な調査を行い、その問題点及び解決方法について検討した。
７．その他関連する環境保全活動事業

特になし。

８．その他

8.1 現在の会員数

　2024年3月31日現在の会員数は以下の通り。

名誉会員　3名

正会員  24名

９．事業の実施に関する事項

9.1 特定非営利活動に係る事業

	事業名
	事業内容
	実施日時
	実施場所
	従事者の人数
	受益対象者の範囲及び人数
	支出額

(千円)

	アマモ種子の採取および保存事業
	アマモ種子を採取･保存し、藻場造成に関する研究開発、実海域での発芽･生育試験などでアマモ種子を必要とする機関に融通する。
	2023年4月～
2024年3月
	(採取)

明石市･江井ヶ島海岸

(養生)

江井ヶ島港

(保存)

当事務所
	3人
	アマモ場造成に係わる研究開発者、漁協および地方自治体

200人
	4

	アマモ場造成に係わる調査、研究、開発事業
	アマモ場の生物調査ほか
	2023年4月～
2024年3月
	明石市:江井ヶ島海岸
西宮市:御前浜･香櫨園浜
	5人
	アマモ場造成に係わる研究開発者、漁協

　　100人
	1,319

	アマモ場造成に係わる調査、研究の助成および支援事業
	実施せず

	アマモ場造成の普及および啓蒙事業
	各地の市民活動団体と協働してアマモ場造成事業を行う。
	2023年4月～

2024年3月
	全国
	2人
	アマモ場造成に関心のあるNPO、市民活動団体および市民
1,000人
	270

	国内外の環境関係諸団体との交流および事業協力
	各地の市民活動団体との交流や事業協力を行う。
	2023年4月～

2024年3月
	全国
	3人
	アマモ場造成および海域環境改善に関わる諸団体

50人
	3

	アマモ場造成に係わる国、地方公共団体および民間からの受託事業
	アマモ種子の養生･選別･保存、アマモ場再生事業ほかを受託する。
	2023年4月～

2024年3月
	アマモ種子の養生･保存

　江井ヶ島港､当事務所
	3人
	沿岸環境が整備される周辺住民
50,000人
	1,530

	その他関連する環境保全活動
	実施せず


9.2 収益事業

　　実施しない。
